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研究成果の概要： 

我が国の公共工事の代金支払い方式は、工事開始時に前払金４０％ 竣工時に残金６０％一括

払いが、過去５０年間以上の慣行である。工事進捗に伴う品質・工程管理とコスト管理とが機動

的に連動できない“どんぶり勘定”であり、建設業界に、借金の証文である約束手形が蔓延して

いる。建設産業の近代化を見据えて、国際標準の毎月出来高部分払い方式へと変更するための課

題、および具体的方策を、欧州およびアジア諸国との国際比較研究によって明らかとした。本研

究の成果は、国土交通省の公共工事に関する制度設計（発注者の受取検査・支払い）の見直し・

変更の原動力の一つとなっている。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,500,000 1,950,000 8,450,000 

2007 年度 6,000,000 1,800,000 7,800,000 

2008 年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

年度    

  年度    

総 計 18,100,000 5,430,000 23,530,000 
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１．研究開始当初の背景 

 

現在の我が国の公共工事の代金支払い方

式は、前払金(40%)および残金(60%)工事竣工

時一括払いが慣行であり、欧米およびアジア

諸国と著しく異なっている。契約マネジメン

トシステムの根幹である工事代金支払い方式

を、国際標準の出来高部分払い方式
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（Progress Payments）へ、一刻も早く変更

する必要がある。  

 

２．研究の目的 

 

 我が国の公共工事の契約システムの根幹

である代金支払い方法を、国際標準の毎月出

来高部分払いと変更するため、解決すべき課

題と具体的方法を明らかにすることを目的

とした。 

 

３．研究の方法 

  

(1)契約マネジメントシステムの根幹である

工事代金支払いに関する「制度」「運用」「商

慣習・社会慣習」の現状と歴史的経緯につい

て、研究代表者および研究分担者が個別に、

スイス、ドイツ、オーストリア、中国（上海・

香港）、台湾、ベトナム、タイにおいて訪問

聞き取り調査を実施した。 

(2)欧州およびアジア諸国における訪問聞き

取り調査で得られた調査研究結果と、我が国

の契約マネジメントシステムおよび公共工

事の代金支払い方式とを比較分析した。 

(3)我が国の公共工事の代金支払い方式を、国

際標準の出来高部分払い方式へ変更するた

めに解決すべき問題点と具体的方法を明ら

かとするために、スイス連邦共和国およびド

イツ連邦共和国における公共工事に携わる

関係者へ、より詳細な聞き取り調査を実施し、

関連資料を収集した。 

 

４．研究成果 

 

  我が国の公共工事の契約システムの根幹

である代金支払い方法を、国際標準の毎月出

来高部分払いと変更するため、解決すべき課

題と具体的方法を、欧州およびアジア諸国と

の国際比較研究によって明らかにすること

を目的とした。スイス連邦共和国およびドイ

ツ連邦共和国の、公共発注者、民間建設会社、

スイス連邦工科大学等へ複数回の詳細な訪

問聞き取り調査を実施し、実際の公共工事の

入札書類一式等の有益な資料を収集した。 

 

 本研究の範囲内で、以下のことがいえると

考えられる。 

(1)訪問聞き取り調査を実施した欧州および

アジア諸国いずれの国においても、前払金お

よび残金工事峻工時一括払いを実践してい

る公共発注者は皆無であり、前払金なしの進

行支払い（出来高部分払い）方式が原則であ

ることが分かった。 

(2)訪問国の建設工事請負契約は、工事項目、

仕様、工事数量と単価を入札契約書類に明示

した単価総価（総価単価）契約が殆どであり、

我が国の公共工事が総価契約であることに

対して著しい違和感を表明された。 

(3)進行支払い方式を採用してきた理由とし

て、公共発注者と元請受注者、および元請受

注者と下請けの専門工事業者や資機材供給

業者等との関係の透明性および双務性が確

保できること、および公共工事の品質保証が、

受注者の品質管理・発注者の受入検査を組み

合わせることによって的確に実現できるこ

と等が挙げられた。 

(4)スイスおよびドイツの公共工事は、前払

金なしの出来高部分払い（進行支払い）方式

であり、通常は１カ月間隔の工事代金支払い

方式であることが分かった。 

(5)前払金 4 割・竣工時完成払金 6 割という

日本の代金支払い方法は、資金調達の金融コ

ストが割高となること、中小企業に不公平な

やり方であること、建設会社の品質管理のイ

ンセンティブが低くなること等の理由で、よ

くない方法であると評価された。 

(6)出来高部分払いの前提となる検査業務に

携わる要員が公共発注者側に不足した場合

は、民間企業から的確な技術者（エンジニア）

を調達すること、および民間企業から調達し

て検査業務を担当させる技術者の中立性、公

平性、公正性について信頼していること等が

分かった。 

(7)我が国の公共発注者は、民間企業の技術

者の中立性、公平性、公正性等について信頼

していないので、公共工事の検査業務を民間

企業から調達した技術者に担当させること

は不適切との認識があることが明らかとな

った。 

(8)公共工事で毎月出来高部分払いを実践す

るためには、検査、検収、査定（設計変更）、

精算・支払いという受入検査システム（監督

ではない）を、公共発注者が日常的に保有す

る必要がある。世界共通の公務員定員削減の

趨勢にあって、公共技術者と協働する民間技

術者の雇用が必要不可欠となるが、我が国の

建設界に現存する両者の相互不信頼関係が

著しい障害になっていると思われる。 



 

 

(9)公共工事で毎月出来高部分払いを実践す

るためには、工事開始前に、工事項目、数量、

単価、工程等の工事内容が、建設現場の施工

条件を考慮して十分に把握されている必要

がある。我が国の公共工事で、予算執行を重

視して慣例化してきた概算発注は中止すべ

きである。加算方式の総合評価方式、および

単価総価契約（総価契約・単価合意方式は中

央政府で 2010 年 4 月より全面的試行開始）

を組み合わせる入札システムを導入するこ

とによって、毎月出来高部分払いが円滑に実

現できると考えられる。 

(10)平成 18 年度から平成 21 年度までの研究

結果を公表すると共に、我が国の公共工事の

代金支払い方法を進行支払い（毎月出来高部

分払い）方式に変更する政策提言を各方面で

実践した。その結果、平成 19 年度から国土

交通省直轄事業の建設生産システムにおい

て、発注者の受取検査を充実し支払い制度を

見直して、施工プロセスを通じた新たな検査

制度を導入するという制度設計を目指すこ

ととなった。そして、平成 22 年度から、単

価総価契約への一里塚といえる総価契約・単

価合意方式を国土交通省直轄事業で全面的

に導入する運びとなった。 

 

 ドイツ語の収集資料の翻訳と分析に時間

を要したために、平成 20 年度内に研究実績

を報告出来なかったことを深く御詫び申し

上げます。 
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